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　木枯らしが吹く季節になると、鍋物
用のはくさいやだいこん等冬野菜の需
要が増加する。一方、最近では、堅調
なサラダ需要に加え、外食、ファース
トーフードの固定需要もあり、冬場の
レタス需要も底堅い。
　レタスの月別家計購入量は、秋冬期
は春夏期に比べて少ないが、1～3月は
増加もみられる。また、加工・業務用
レタスの出荷量は、近年、業務用が増
加しており、安定的な周年供給の重要
性が高まっている。しかし、最近のレ
タスの出荷時期別作付面積は、夏秋レ
タスは増加する一方、冬レタスは減少
がみられる。
　レタスは、生育が気象変動の影響を
受けやすく、貯蔵性も低いこと等か
ら、供給・価格の変動が大きい野菜で
ある。このため、寒波襲来等により生
育遅延等が生じると、近年の出荷減少
もあり、冬期にも高騰が生じることが
ある。例えば、平成24年12月から25年2
月のレタスの価格（東京中央卸売市
場）は、厳冬に伴う生育不良の影響か
ら、平年比で49％上昇した（331円/
㎏）。
　このため、特に業務用レタスを扱う
業者の輸入が急増した。翌期には、冬
レタスの不作への備えから、輸入手当
が11月から前倒しされる形で増加し
た。
　レタスは貯蔵性が低くスポット的な
輸入が難しいため、輸入産地の当年産
作期の終了時には、翌年産の輸入手当
を行う業者もあるとみられる。植物検
疫統計（農林水産省）によると、本年
10月第1～第3週のレタスの輸入は、前
年比86％であり、現時点では増加の兆
しは見られないが、今後の動向の注視
が必要である。さらに、冬レタスの輸
入常態化の回避のためにも国産冬レタ
スの供給力の強化が重要な課題であ
る。
　
　
　前回予告していた「家計における冷凍野
菜の消費動向」については、後日掲載する
予定である。
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注：加工用とは、加工場又は加工業者に出荷したもの等である。 

  業務用とは、学校給食、レストラン等外・中食業者へ出荷したものである。 

資料：総務省統計局「家計調査」 


